【育成会だより原稿】福岡市の区基幹支援相談支援センターについて

平成29年4月より、福岡市の相談支援の体制が大きく変わります。
1 知的障がい（発達障がい）・精神障がい・身体障がいの相談窓口の一本化。
2 地域の相談支援業務の強化を図る目的で福岡市内を14区に分け「区障がい者基幹相談支援センター（以下、区基幹センター）」の設立（資料1）。
福岡市手をつなぐ育成会は、区基幹センターの1カ所を受託し、早良ひまわりハウス１内に「早良区第２障がい者基幹相談支援センター」の運営準備を進めているところです。
具体的には（資料1）にあります小学校区（有住、原西、有田、賀茂、入部、四箇田、内野、早良、脇山、曲淵、田隈、田村、野芥）が担当区域となります。
[bookmark: _GoBack]主な業務内容としては、「①福祉サービスの利用援助、②社会資源を活用するための支援、③社会生活力を高めるための支援、④権利擁護のために必要な援助、⑤専門機関の紹介、⑥福岡市障がい者等地域生活支援協議会の区部会の運営及び区ごとのネットワークの構築、⑦区内の相談支援事業所のネットワークの構築、⑧区内の相談支援事業所に対する専門的な指導・助言・人材育成、⑨地域福祉の基盤づくり、⑩緊急対応、⑪区基幹センターの人材育成、⑫市基幹センターとの連携及び主任コーディネーター会議、⑬その他、障がい者等の自立に関すること」になります。
その他、潜在的な利用希望者に手を差し伸べ、利用を実現させるような取り組み（アウトリーチ）など、24時間365日の相談支援体制で皆様をサポートして参ります。

